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令和８年度田村市帰還・移住等環境整備事業業務委託仕様書 

 

１ 業務名  

令和８年度田村市帰還・移住等環境整備事業の業務委託 

林業人材獲得と木材加工サービスの創出事業 

 

２ 業務の目的  

本業務は、本市域の約 70%を占める森林資源に根差した林業の担い手や、その森林資源を

活用した新たなサービスを生み出す担い手の誘致を目的としている。本市にある森林組合

をはじめとする林業事業体への就労を含め、森林資源活用に関わるすそ野の広い人材の受

入れを通じて、本市の魅力・地域資源である森林の価値を高め、より多くの移住者の誘致

を目指すものである。 

 

３ 業務内容  

各業務の内容は、以下のとおりとする。  

（１） 林業の担い手の募集、林業事業体とのマッチングサポート 

ア 林業の担い手の募集 

林業に就きたいと考える移住検討者を獲得するために必要なプログラムを企画、運

営する。また、それに必要な広報も行うこと。 

イ 受入れ先となる林業事業体等の開拓 

市内の林業事業体に対して、事業の趣旨を説明し、移住者の中で林業に興味関心の

ある人材がいた場合に、受入れに協力いただくよう依頼し、興味関心のある人材の紹

介先を確保する。求人情報の収集に関しては、移住者の多様なニーズに対応する就労

先の創出事業と連携して対応すること。 

ウ 個別のニーズに対応したきめ細やかなマッチングサポート 

市内の林業事業体もそれぞれに特徴があり、強みとしている領域や事業基盤も異な

っている。それと同様に、移住希望者側にも条件や要望があることから、個別の事情

に配慮した受入れ体制の構築や、伴走サポートを行いミスマッチが発生しないような

支援を行うこと。また、職業安定法に反しないように、斡旋や仲介に関わるプロセス

に関しては、必要に応じて移住者の多様なニーズに対応する就労先の創出事業と連携

して対処すること。 

（２）森林資源を活用した森林サービス産業の担い手の誘致 

本市の地域資源である森林の可能性を押し広げる人材の誘致を目指す。本市の有する  

阿武隈高地の豊かな森林資源の魅力を伝え、市内の森林を起点とした新たなサービスや

商品開発の担い手を誘致する。 

（３）事業間連携 
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田村市帰還・移住等環境整備事業における、田村市・東京リクルートセンター及び田

村サポートセンターをはじめとする他の移住事業と協働し、イベント参加者や移住検討

者との連絡調整、対象者の興味関心に合わせた情報発信を行い、移住検討度の引き上げ

を図る。 

 

４ 業務委託期間  

契約締結日から令和９年３月３１日まで 

なお、各業務に記載の業務期間は、第３期復興創生期間（福島再生加速化交付金に基づく事

業期間）であり、令和１２年度までの期間を見据えて業務が履行できるよう計画すること。 

ただし、次年度以降の契約を確約するものではない。 

 

５ 契約に関する条件等 

（１）委託者との調整 

    本業務委託を遂行するに当たっては、委託者と十分調整したうえで業務を行い委託者の

指示に従うこと。 

（２）書類等の適正な管理・保管 

    受託者は、関係者等から提出のあった各種書類を適切に保管し、保管場所等を電子デー

タに記録し、常時、市からの求めに応じ検索し提出できるようにすること。 

 

６ 業務管理  

本業務委託が適切に運営されていることが確認できるよう、受託者は以下の書類作成・提出

をするとともに、委託者との会議体を設定し、業務状況を共有すること。  

（１）事業実施計画書  

本業務委託を円滑に実施できるよう必要な各工程の基本的方針を定め、計画、準備を行

うとともに、事業計画書及び工程表（紙又は電子データ）を契約締結後、速やかに提出す

るものとする。 

（２）進捗報告会議 

     受託者は本業務委託の実施状況を報告書にまとめ、協議のうえ実施時期を定めた進捗報

告会議を開催すること。 

（３）その他  

上記の書類や会議体以外にも委託者または受託者は双方からの要請に応じて、必要な書

類の作成や情報の開示を行い、業務状況の透明化に努めること。  

  

７ 再委託の取り扱い 

受託者はこの契約における業務の全部または一部を第三者に再委託してはならない。 

ただし、業務の一部についてあらかじめ委託者へ通知し協議のうえ、書面による了承を得た

場合にはこの限りではない。  
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８ 中間報告書の提出 

（１）受託者は、報告対象期間終了後、速やかに次の報告書を提出すること。 

ア 本業務委託についての中間報告書（任意様式）・・・１部  

報告書に、事業全体の進捗状況、当初計画の内容と現時点での実績比較、具体的な事

業活動内容（写真やグラフなど）、成果・課題と対応策及び今後の見通しを記載したも

の。 

イ 収支報告書（任意様式） 

当初予算と比較した、経費の執行状況がわかるもの。 

ウ（１）・ア・イの電子データ・・・１部 

（２）報告対象期間：令和８年４月１日～令和８年９月３０日 

 

９ 成果品（実績報告書）の提出・帰属  

（１）受託者は、業務終了後、速やかに次の成果品を提出すること。  

ア 完了届（任意様式） 

   イ 請求書及び内訳書（任意様式） 

ウ 本業務委託についての実施報告書（任意様式）・・・１部  

エ イ・ウ・の電子データ・・・１部  

（２）提出先 

田村市産業部農林課 

（３）成果品の帰属  

本業務委託に関する一切の成果は、田村市に帰属するものとする。  

  

10 留意事項  

（１）連絡調整・協議打合せ  

本業務委託が円滑かつ計画的に進むよう、委託者と受託者は、適宜、連絡・調整を行う

とともに、必要に応じて協議、打合せを行うものとする。  

また、本仕様書に定めのない事項、その他詳細については協議のうえ決定すること。  

ただし、明示のない事項にあっても、社会通念上当然必要と思われるものについては本

業務委託に含まれるものとすること。 

（２）業務委託内容等の変更 

本業務委託内容等に変更があった場合には、速やかに委託者と協議し、その指示に従う

こと。 

（３）苦情等の処理 

本業務委託に伴って生じたトラブル等に関しては、受託者が責任を持って対応し、速や

かに委託者に報告すること。 

（４）信用失墜行為の禁止 
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    受託者は、本業務委託の実施にあたり各種法令等を遵守し、委託者の信用を失墜する行

為を行ってはならない。 

（５）個人情報取扱いについて 

ア 本業務委託を通して知り得た個人情報について、第三者に漏洩してはならない。取

得した個人情報については適切に管理・保存すること。 

イ 本業務委託で取得した個人情報については、他の目的で使用することを禁止する。 

（６）備品等の目的外使用の禁止及び信頼性の確保 

受託者は、本業務委託を行うために用意した備品等を本業務委託以外の目的で使用して

はならない。 

（７）事業終了後の継続的な協力について 

本業務委託は、国の交付金を活用した事業のため、会計検査院の実地検査等の対象とな

る。 

受託者は、本業務委託に係る会計実地検査が実施される場合には、事業終了後において

も委託者に協力すること。 

（８）その他  

本事業終了後の自立的な運営や、継続的な活動が見込める展開の可能性について提案す

るものとする。  

 


